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内容 

 平成 19 年に刊行した七訂版以降，9 年ぶりとなる今回の改訂では，平成 28 年 6 月から施行された「刑法等の
一部を改正する法律」等による刑の一部執行猶予制度に対応した加筆や，近時の判例・学説を踏まえた修正が
行われています。刑法の総論から各論にわたりコンパクトにまとめられており，これから刑法を学ぼうとされる方
から，刑法について復習的に要点を押さえたい方まで，幅広く活用いただける一冊です。  
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